







てだけではない．2007 年 10 月には，上海市でスペシャ






を考える (Some Thoughts Concerning Disability Sports 
& Inclusive Physical Education and International 
Exchange in 21st Century)” と題する第 2回日中国際シ
ンポジウム (2nd Chino-Japanese Symposium) を開催す
ることにした (発表者および演題は表 1を参照されたい．
また，この他，林海君氏 (上海市出身，情報社会科学部
平成 12 年卒，本学大学院情報・経営開発研究科平成 14
年修了 ) および林雪江氏 (南京市出身，情報社会科学部
生活環境情報学科平成 20 年卒業 ) に通訳をお願いした．
本稿は，この内，廬学軍副教授 (南京大学における健康
教育，および第 12 回スペシャルオリンピックス夏季大






Education in Universities and Societies)” と題する第
1回日中国際シンポジウムを開催 (2000 年 11 月 4 日 ) し
てから，既に 8年が経過した．この間，南京大学との間
に包括協定を結び (2002 年 )，また，COEの一環で社会
福祉に関する研究に共同で取り組んできている (2004 年





援資金研究者短期招聘事業の助成を受けて平成 20 年 2









A report of 2nd Chino-Japanese International Symposium,No.1
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磯貝芳徳 ( 情報社会科学部教授 ) 南京大学と水谷伸治郎先生
任景岩 ( 南京大学体育部教授 ) 南京大学と名古屋大学および日本福祉大学とのスポーツ交流事業を振り返って
小林培男 ( 福祉経営学部教授 )
山本英毅 ( 本学名誉教授 )
日本福祉大学における障がい者スポーツの発祥と発展
廬学軍 ( 南京大学体育部准教授 ) 南京大学における健康教育、および第 12 回スペシャルオリンピックス夏季大会について
田引俊和 ( 愛知淑徳大学助教 ) 知的障害がある人たちのための継続的なスポーツ活動の展開
謝堅 ( 南京大学体育部准教授 ) 中国障害児教育の現状、および太極拳について　
原田忠直 ( 経済学部准教授 ) フィールドワークとしての中国　- 日本福祉大学生と民工学校 -
李波 ( 南京大学体育部准教授 ) 北京パラリンピック、および中国障害者スポーツの現状、他について
























































































　2007年 10月 2日から 11日まで，第 12回夏季スペシャ
ルオリンピックス世界大会が中国・上海市で開催された．
これは，全世界の知的障害者が一堂に会する盛大な大会





































更に “技能挑戦賞” を獲得でき，まさに “みんなに賞が
ある”，“人は皆勝利者である” を実現した．










































































































































　2007 年 5 月 28 日，国家統計局では，第 2次全国障害
者サンプリング調査の指導グループが新聞発表会を開
き，第 2 次調査の公報にて，2006 年 4 月 1 日までに，
全国の各種障害者の総数は8,296万人で，総人口の6.34%
を占め，60 歳以上の高齢障害者が 2,365 万人に増加し，
新たに増えた障害者の 75.5% までを占めると発表した．
第 2 次全国障害者サンプリング調査では，全国 31 省，
自治区，直轄市の人口と全国の障害者人口，性別，年齢，
障害等級構成と教育，就職と社会保障等の方面の状況が











ば 180 万人程度に減少した．1987 年と比較すると，視
覚障害の 1級および 2級ではそれぞれ 28.77%，14.10%
であったのが，23.12% および 9.57% へと減少し，精神






　6歳から 14 歳の障害児童は 246 万人，障害者人口全
体の 2.96% を占める．その内，視覚障害児童は 13 万
人，聴覚障害児童 11 万人，言語障害児童 17 万人，肢体
不自由児童 48 万人，知的障害児童 76 万人，精神障害児









6.72% である．全国の障害者の中で大学程度 ( 専門学校
以上 ) である者は 94 万人，全障害者の 1.13% を占める．
これに対して，全人口のうち，大学程度である者は 6,764







は 287 人から 1,139 人へ増加した．高等中学程度の者は
1,665 人から 4,893 人へ，初等中学程度の者は 6,156 人
から 15,039 人へ，小学校程度の者は 24,268 人が 31,851
人へそれぞれ増加した．15 歳以上の障害者での文盲率
は，1987 年の調査時の 59.00% に比べ，15.71% 低下した．
　現在，我が国には特殊学校が 1,605 校あり，在校生数
は 141,127 人である．小学校の特殊学級が 651 クラス，
在籍数は 4,566 人，小学校での " 随班就読 "( インクルー
シヴ教育 ) では 172,139 人，普通 ( 職業 ) 初等中学の特
殊学級が 12 クラス，在籍数は 134 人，普通 ( 職業 ) 初





























に 1990 年の「障害者保障法」および 1994 年の「障害者
教育条例」の実施に伴い，障害児童の義務教育を普及す
る任務が緊急に迫められてきた．中国では障害児童が多




















































クトである．2002 年 6 月，この学校は南京特殊教育職
業技術専門学校に格上げされた．多くの障害児童から普






































































表 1　南京市聾学校　2006 年～ 2007 年度第 1 学期の納付額と標準
